
  1/3 

第 225回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

貴重な教師 〜 教養を深め、時代を読み 生きる希望を与える 〜 

 

2023 年 12 月 24 日 夕焼けの太陽を眺め 心が癒された。 

 

12 月 14 日 吉田百合子(ゴールデンリトリバー)氏から、【樋野先生いつもありがとう

ございます。 先ほど東京に着きました。 素敵な Christmas をお迎え下さいませ。 機

内からの写真を画像いたします。】との心温まるメールを頂いた。『壮大な富士山』(画

像）に、大いに感動した。 

 

今日（12月 24日）、『内村鑑三(1861-1930、新渡戸稲造(1862-1933)、南原繁(1889-1974)、

矢内原忠雄(1893-1961)』の各々の全集の総数が幾つあるのか 話題になった。 早速、南原

繁研究会事務局長 秋間修氏から、【日本の古本屋というサイトで調べたところ、次の通り

でした。 

『内村鑑三全集』40巻 

『新渡戸稲造全集』第 1巻～第 23 巻・別巻・別巻 2 

『南原繁著作集』10巻 及び『回想の南原繁』 

『矢内原忠雄全集』27 巻 

】とのメールを頂いた。4人の全集の多さには、圧倒された。 

 

因みに、2023 年に発行された筆者の新刊(画像)についても問われた。 

『もしも突然、がんを告知された としたら』(東洋経済新報社 2023年 5月 4日発行) 

『教養を深め、時代を読む 〜 楕円形の心〜』(to be 出版 2023 年 8 月 31 日発行） 

『新渡戸稲造 壁を破る言葉』(三笠書房 2023年 10 月 5 日発行) 

『なぜ、こんな目に あわなければ ならないのか』(いのちのことば社 2023年 10 月 15 日

発行) 

共著は『死を意識して生きる希望』(いのちのことば社 2023年 11 月 20日発行) 

 

『内村鑑三、新渡戸稲造、南原繁、矢内原忠雄 ＝ 筆者の貴重な教師』である。 
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